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江 
 

富 
 

範 
 

子

一

　

京
都
女
子
大
学
図
書
館
に
、「
か
な
が
き
萬
葉
集
」
と
い
う
外
題
の
つ
い
た
三
条
西
家
旧
蔵
の
写
本
二
冊
（
貴
重
書
四
四
三
・
四
四
四
号
）
が
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
萬
葉
集
の
巻
一
〜
巻
四
（
第
一
冊
）
及
び
巻
十
五
〜
巻
二
十
（
第
二
冊
）
の
長
歌
と
そ
の
反
歌
を
漢
字
平
仮
名

交
り
文
の
表
記
を
用
い
て
抄
出
し
た
も
の
で
、
中
世
の
も
の
と
し
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
他
に
類
例
を
知
ら
な
い
。
そ
の
存
在
は
世
に
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
江
富
範
子
「
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
か
な
が
き
萬
葉
集
』
概
要
」（『
国
語
国
文
』
平
成
八
年
五
月
号
）
に
よ
っ
て
は
じ

め
て
紹
介
さ
れ
た
。
詳
し
く
は
こ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

そ
の
簡
単
な
書
誌
を
記
す
と
、
縦
一
五
・
五
セ
ン
チ
、
横
二
二
・
六
セ
ン
チ
。
袋
綴
。
縹
色
、
三
条
西
家
家
紋
八
つ
丁
子
文
様
の
空
押
し

表
紙
。
表
紙
左
上
に
外
題
を
「
か
な
が
き
萬
葉
集
」
と
双
辺
（
刷
）
の
題
簽
（
縦
一
一
・
九
セ
ン
チ
、
横
三
・
三
セ
ン
チ
）
に
書
く
（
本
文
と
は

別
筆
）。
表
紙
右
上
に
「
三
四
二
」（
第
二
冊
は
「
三
四
三
」）
と
整
理
番
号
を
記
し
た
紙
を
貼
る
。
表
紙
は
後
補
で
、
も
と
は
仮
綴
で
あ
っ

た
か
と
思
わ
れ
る
。
現
在
は
紙
背
文
書
を
見
易
い
よ
う
に
改
装
さ
れ
て
い
る
。
料
紙
は
女
房
奉
書
や
書
状
等
の
裏
面
を
利
用
し
た
も
の
で
、

楮
紙
を
主
と
す
る
。
第
一
冊
は
墨
付
五
四
丁
、
本
文
前
後
に
遊
紙
各
一
葉
。
第
二
冊
は
墨
付
七
八
丁
、
本
文
前
の
み
遊
紙
一
葉
。
第
一
冊
の

一
丁
表
右
上
に
「
三
條
西
」
判
、
そ
の
下
に
「
京
都
女
子
大
學
藏
書
」
印
。
第
二
冊
は
一
丁
表
右
下
に
「
三
條
西
」
判
、
そ
の
上
に
「
京
都

女
子
大
學
藏
書
」
印
。
本
文
は
第
一
冊
・
第
二
冊
同
筆
で
、
一
面
十
一
行
（
白
界
）。
第
一
冊
は
「
萬
葉
集
巻
第
一
」
と
巻
名
を
書
き
、
次

に
標
目
・
題
詞
・
歌
・
左
注
と
続
く
。
題
詞
を
低
く
歌
を
高
く
（
半
字
か
ら
一
字
程
度
）
す
る
。
標
目
・
題
詞
・
左
注
等
は
漢
字
原
文
に
返

点
・
訓
（
片
仮
名
）
を
付
し
、
歌
は
漢
字
平
仮
名
交
り
文
で
表
記
す
る
の
を
原
則
と
す
る
。
長
歌
は
五
・
七
、
二
句
で
一
行
、
短
歌
は
や
や

小
字
で
一
首
を
二
行
書
き
。
以
下
、
同
様
に
「
第
二
」「
第
三
」「
第
四
」
と
続
く
。
途
中
、「
第
二
」
の
後
半
、
二
六
丁
表
か
ら
二
六
丁
裏

に
か
け
て
歌
（
二
〇
四
〜
二
〇
九
番
歌
）
が
小
字
（
一
面
十
四
行
程
度
）
で
書
か
れ
て
い
る
。
三
〇
丁
裏
で
も
二
二
〇
番
の
長
歌
が
小
字
（
一

面
十
七
行
程
度
）
で
書
か
れ
た
後
、
三
一
丁
表
一
行
目
、
二
二
〇
番
歌
の
最
後
の
二
句
だ
け
が
も
と
の
大
き
さ
と
な
り
、
二
三
〇
番
長
歌
か

ら
再
び
小
字
（
一
面
十
五
行
程
度
）
で
三
一
丁
裏
（
二
三
〇
〜
二
三
二
番
歌
）
ま
で
書
か
れ
「
第
二
終
」
と
あ
る
。
ま
た
、
二
三
〇
番
歌

「
道ミ

チ 

来ク
ル

人
」
「

コ
サ

　

 　

」
メ
ニ

に
朱
の
傍
線
が
引
か
れ
て
い
る
。
本
書
で
朱
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
こ
と
、
後
に
述
べ
る
濁
音
符
二
ヶ
所
だ

け
で
あ
る
。「
第
三
」
の
終
り
に
も
走
り
書
き
で
「
三
了
」
と
あ
る
。
第
一
冊
最
後
の
五
四
丁
裏
に
、

　
　

第
五

　
　
　

山
上
臣
憶
良
詠
二
鎮
懐
石
ヲ一
一
首

　
　
　
　

見
二
序
部
一
畧
之

と
あ
る
の
で
終
る
。「
見
」
字
右
肩
に
薄
く
合
点
ら
し
き
線
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
「
見
二
序
部
一
畧
之
」
や
「
第
二
」
後
半
の
小
字
の
箇
所

な
ど
、
後
補
・
別
筆
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
全
般
に
か
な
り
の
速
筆
で
一
面
十
一
行
の
原
則
も
徹
底
し
て
は
お
ら
ず
、
見
分
け
が
つ

き
に
く
い
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
記
述
か
ら
す
れ
ば
別
記
と
し
て
「
序
部
」
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　

第
二
冊
は
「
第
十
五
」（
た
だ
し
「
第
」
と
「
十
」
の
間
に
「
五
」
字
が
あ
り
墨
で
消
し
て
あ
る
）
と
た
だ
ち
に
巻
名
か
ら
始
ま
り
、
以
下
、

第
一
冊
と
同
様
に
「
第
十
六
」「
第
十
七
」「
第
十
八
」「
第
十
九
」「
第
二
十
」
と
続
く
。
二
一
丁
と
二
二
丁
の
間
に
落
丁
が
あ
り
、
二
一
丁
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三

裏
は
三
九
七
三
番
長
歌
「
か
ほ
と
り
の
ま
な
く
し
は
な
く
」
で
終
り
、
二
二
丁
表
は
三
九
七
六
番
歌
序
の
途
中
の
「
無
レ 

不ト
云
コ
ト

 

レ
酬
ヒ
」
か
ら

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
三
九
七
三
番
歌
後
半
部
分
、
反
歌
の
三
九
七
四
・
五
番
歌
、
三
九
七
六
番
歌
序
前
半
部
分
が
失
わ
れ
た
と
推
定

さ
れ
る
。
七
八
丁
表
、
四
四
六
七
番
歌
左
注
を
最
後
に
終
る
。
内
題
・
奥
書
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
第
一
冊
は
巻
一
〜
巻
四
の
長
歌
と
そ
の
反
歌
一
四
九
首
、
第
二
冊
は
巻
十
五
〜
巻
二
十
の
長
歌
と
そ
の
反
歌
一
六
七
首
を
収
録

す
る
。
落
丁
部
分
以
外
に
も
、
後
述
す
る
通
り
、
採
録
に
漏
れ
が
あ
る
も
の
の
、
配
列
に
乱
れ
は
な
い
。

　

特
筆
す
べ
き
は
、
歌
の
表
記
法
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
通
り
、
歌
の
表
記
は
漢
字
平
仮
名
交
り
文
を
主
と
す
る
が
、
本
書
の
特
徴
は
、
そ

れ
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
多
様
な
表
記
を
と
る
こ
と
に
あ
る
。
原
文
が
宣
命
書
き
で
あ
る
た
め
「
虚
見
都
山
跡
國
波
（
下
略
）」
と
す
る
巻
十
九
、

四
二
六
四
番
歌
と
そ
の
反
歌
四
二
六
五
番
歌
を
別
に
す
る
と
、
歌
の
表
記
法
は
、
概
ね
次
の
五
通
り
に
分
類
さ
れ
る
。

　

⑴
漢
字
の
原
文
に
片
仮
名
（
ま
れ
に
平
仮
名
も
）
で
訓
を
記
す
。

　
　

（
例
）
怜
ヲ
モ
シ
ロ
キ 

國
そ　

蜻ア
キ
ツ

嶋　

や
ま
と
の
國
は�

（
巻
一
、
二
）

　
　
　

高タ
カ

山
は　

雲ウ

根ネ

火ヒ

を
ゝ
し
と�

（
巻
一
、
一
三
）

　
　
　

た
ら
ち
ね
の　

御ヲ

母モ
ノ

之
命ミ

コ
ト�

（
巻
十
九
、
四
二
一
四
）

　

⑵
平
仮
名
の
主
文
に
異
訓
を
傍
書
す
る
。

　
　
　

あ
れ
ま
し
　ゝ

神
の
あ
らし
る

はせ
る

す�

（
巻
一
、
二
九
）

　
　
　

新シ

羅ラ

奇キ

へ
か　

い
へ
に
か

コゝ

へ
る�

（
巻
十
五
、
三
六
九
六
）

　

⑶
平
仮
名
の
主
文
に
漢
字
を
振
る
。

　
　
　

と鶏

り
か
な
く　

あ東

つ
ま
の
國
に�

（
巻
三
、
三
八
二
）

　
　
　

を追
は
ん
と
は　

千
た
ひ
お
も
へ
と�

（
巻
四
、
五
四
三
）

カ
ク

ミ

ヲ
ヤ
ノ

　

⑷
平
仮
名
の
主
文
に
振
り
漢
字
を
書
き
、
さ
ら
に
異
訓
を
傍
書
す
る
。

　
　
　

夕
に
は
、
い伊

よ縁

り
立タ

テ
リ

し�

（
巻
一
、
三
）

　
　
　

く
れ
な
ゐ
に　

に
ほ
ひ
ち
れ
し止

も�

（
巻
十
八
、
四
一
一
一
）

　

⑸
送
り
仮
名
を
片
仮
名
（
小
字
）
で
示
す
。

　
　
　

高
カ
知
ル
や
、
天ア

メ

の
御
蔭カ

ケ�

（
巻
一
、
五
二
）

　
　
　

あ
し
ひ
き
の　

八ヤ
ツ
ヲ岳
飛
ー
越
へ�

（
巻
十
九
、
四
一
六
六
）

　

こ
れ
ら
の
中
で
最
も
多
く
採
ら
れ
て
い
る
の
は
⑴
（
三
一
六
首
中
一
七
九
首
）
で
、
⑶
（
八
三
首
）・
⑸
（
四
六
首
）
が
そ
れ
に
次
ぐ
。

⑵
⑷
は
わ
ず
か
し
か
見
ら
れ
な
い
（
⑵
は
六
首
、
⑷
は
三
首
）。
一
首
の
中
で
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
比
較

的
丁
寧
に
書
写
さ
れ
て
い
る
巻
一
に
全
般
に
用
例
が
多
く
、
⑴
で
二
訓
以
上
併
記
す
る
の
も
巻
一
に
集
中
す
る
。
ま
た
、
原
文
が
音
仮
名
表

記
を
主
と
す
る
場
合
が
多
い
巻
十
七
〜
巻
二
十
に
全
般
に
用
例
が
乏
し
い
。
そ
う
し
た
点
を
別
に
す
れ
ば
、
⑴
〜
⑸
の
用
い
ら
れ
る
方
に
巻

毎
の
顕
著
な
片
寄
り
は
認
め
ら
れ
な
い
。
訓
読
上
、
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
⑴
⑵
⑷
、
そ
う
し
た
場
合
に
加
え
て
読
解
を
助
け
る
た
め
に
⑶

が
採
ら
れ
る
。
⑴
⑵
⑷
で
二
種
類
以
上
の
訓
を
記
す
場
合
、
い
ず
れ
を
主
と
し
従
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
古
次
点
・
新
点
と
い
っ
た
系
統

の
相
違
で
固
定
化
し
て
示
す
と
い
っ
た
よ
う
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
選
択
が
筆
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
一

種
類
の
訓
し
か
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
平
仮
名
の
主
文
の
み
を
と
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
背
後
に
取
捨
選
択
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を

汲
み
取
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
⑸
は
助
詞
や
活
用
語
尾
な
ど
訓
み
を
明
確
に
す
る
た
め
補
助
的
に
用
い
ら
れ
る
が
、「
晝
ヒ
ル
ハ
モ 

日
ノ
盡ツ

キ

」（
巻
二
、

二
〇
四
、
原
文
「
晝
波
毛
日
之
盡
」）
の
「
ノ
」（
同
「
之
」）
の
よ
う
に
送
り
仮
名
相
当
部
の
文
字
が
原
文
に
あ
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
て

お
り
、
訓
添
え
部
分
と
は
限
定
さ
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
漢
字
平
仮
名
交
り
文
を
ベ
ー
ス
に
、
⑴
〜
⑸
を
自
在
に
組
み
合
わ

せ
て
、
要
所
要
所
、
的
確
に
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
。

ヨ　

セ

ト
モ
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ま
た
、第
二
冊
に
は
、次
に
示
し
た
通
り
、巻
十
六
か
ら
巻
十
八
に
か
け
て
、濁
音
を
示
す
三
種
類
の
符
号
、Ⅰ「

」（
墨
点
）、Ⅱ「

」（
朱

点
）、
Ⅲ
「

」（
墨
点
）
が
見
ら
れ
る
。

Ｉ
塩
ぬ
り
た給

へ 

と
（
三
八
八
六
）・
と 

か
の
木
（
四
〇
〇
六
）・
な奈

こ呉

江
の
す
け
の
（
四
一
一
六
）

Ⅱ
あ
さ
よ
ひ
こ 

と
に
（
四
〇
〇
〇
）・
た
ま
に
も
か
も
な
（
四
〇
〇
七
）

Ⅲ
こ
情ゝ

ろ
さ
ふ

 
し
く
（
三
九
六
二
）・
た
を
り
か
さ
ゝ
す

 

・
し
け
み
と
ひ
く
ゝ
（
以
上
三
九
六
九
）・
と
ほ
け
と
も
（
三
九
八
一
）・

し
ふ
た
に
の
・
み
る
人
こ
と
に
（
以
上
三
九
八
五
）・
い
ま
も
み
る
こ
と
（
三
九
九
一
）・
た
つ
さ
は
に
・
い
み
つ
河
・
み
な

と
の
す
と
り
・
つ
ま
よ
ひ
か
は
す
・
か
つ
ら
に
つ
く
り
・
う
ら
く
は
し
・
あ
ま
ふ
ね
に
・
ま
か
ち
か
い
ぬ
き
・
花
ち
り
ま
か

ひ
・
な
き
さ
に
は
・
さ
ゝ
れ
な
み
・
こ
き
め
く
り
・
み
れ
と
も
あ
か
す
・
あ
き
さ
ら
は
・
は
る
さ
ら
は
（
以
上
三
九
九
三
）・

と
き
も
か
は
さ
す
（
四
〇
〇
八
）・
河
と
ほ
し
ろ
し
・
お
ほ
こ
と
に
（
以
上
四
〇
一
一
）・
杖
（
四
一
〇
六
年
前
書
）・
あ
め
ふ

ら
す
（
四
一
二
二
）

　

そ
れ
で
は
三
条
西
家
旧
蔵
の
本
書
は
誰
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
紙
背
文
書
（
こ
れ
自
体
、
貴
重
な
史

料
と
思
わ
れ
る
が
今
は
措
く
）
に
、
書
状
の
日
付
と
し
て
二
ヶ
所
、「
享
祿
貳
乙丑
年
八
月
」（
第
二
冊
五
丁
）・「
大
永
八
年
戊子
八
月
」（
第
二
冊

四
五
丁
）
と
い
う
年
号
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
享
祿
二
（
一
五
二
九
）
年
と
言
え
ば
三
条
西
実
隆
七
五
才
、
そ
の
子
公
条
四
三
才
。
実
隆

は
老
眼
に
苦
し
み
な
が
ら
も
ま
だ
古
典
の
書
写
に
携
わ
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
実
隆
の
筆
跡
に
詳
し
い
東
洋
大
学
名
誉
教
授
千
艘
秋
男
氏

の
鑑
定
で
は
、
本
書
が
実
隆
晩
年
の
筆
で
あ
る
可
能
性
は
大
き
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

既
に
諸
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が（
１
）、
当
代
切
っ
て
の
古
典
学
者
、
実
隆
は
、
そ
の
著
『
一
葉
抄
』（
萬
葉
部
類
書
）
に
代
表
さ
れ

る
よ
う
に
室
町
時
代
の
萬
葉
研
究
に
お
い
て
も
主
要
な
担
い
手
の
一
人
で
あ
り
、
長
享
三
（
一
四
八
九
）
年
に
『
一
葉
抄
』
を
完
成
し
た
後

も
萬
葉
集
の
書
写
・
研
究
を
続
け
、『
実
隆
公
記
』
永
正
七
（
一
五
一
〇
）
年
三
月
二
日
条
に
「
宗
硯
法
師
来
。
宗
哲
、
宗
坡
等
同
道
。
名

寄
哥
不
審
所
々
以
二
愚
本
之
萬
葉
以
下
一
比
二
校
之
一
帰
了
」
と
あ
る
通
り
、
そ
の
所
持
し
た
萬
葉
集
が
善
本
と
し
て
宗
祇
門
下
か
ら
重
ん
じ

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
大
永
五
（
一
五
二
五
）
年
六
月
二
十
二
日
条
に
「
萬
葉
歌
校
合
」、
同
年
九
月
四
日
条
に
は
「
萬
葉
校
合
出
現
済

俊
送
之
」
と
あ
り
、
姉
小
路
済
俊
を
書
写
に
動
員
し
て
さ
ら
に
校
合
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
実
隆
公
記
』
に
本
書
に
関
す
る

記
述
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
晩
年
に
至
る
ま
で
萬
葉
歌
の
校
合
に
励
み
、『
一
葉
抄
』
の
他
、
足
利
義
尚
の
『
萬
葉
作
者
部
類
』

に
参
画
し
た
（『
実
隆
公
記
』
文
明
十
八
（
一
四
八
六
）
年
十
月
七
日
条
）
実
隆
を
措
い
て
、
本
書
の
成
立
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。

二

　

本
書
の
成
立
事
情
を
考
え
る
に
当
た
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
本
書
は
、
萬
葉
集
の
長
歌
及
び
そ
の
反
歌
を
抄
出
し
た
も

の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
抄
出
の
仕
方
は
、
必
ず
し
も
一
定
の
原
則
に
則
っ
て
の
も
の
と
は
言
え
な
い
。
落
丁
部
分
を
除
く
と
、
長
歌
で
は
、

巻
一
、
二
六
番
歌
（
或
本
歌
）
と
巻
十
九
、
四
二
二
七
番
歌
（
そ
の
反
歌
四
二
二
八
も
）
を
欠
く
一
方
で
、
は
や
し
詞
を
除
く
と
旋
頭
歌
体

で
あ
る
三
八
七
八
・
三
八
七
九
番
歌
を
含
む
。
も
っ
と
も
、
三
八
七
八
・
九
番
歌
は
類
聚
古
集
で
も
巻
十
七
に
長
歌
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い

る
。
反
歌
と
し
て
は
、
四
二
二
八
番
歌
の
他
、
巻
二
、
一
三
四
番
歌
（
或
本
反
歌
）・
一
七
〇
番
歌
（
或
本
歌
）、
巻
二
十
、
四
四
〇
八
番
歌

の
反
歌
で
あ
る
四
四
〇
九
─
一
二
番
歌
を
欠
く
が
、
反
歌
で
は
な
い
四
一
一
〇
番
歌
は
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
欠
落
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
、
或
本
歌
を
一
部
省
略
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
他
、
前
後
に
あ
る
長
歌
か
ら
離
れ
た
位
置
に
あ
る
四
二
二
七
─
八
番
歌
は
見
落
と

し
と
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
長
歌
で
あ
る
四
四
〇
八
番
歌
は
書
き
な
が
ら
、
そ
の
反
歌
四
四
〇
九
─
一
二
番
歌
四
首
を
書
か
な
か
っ

た
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
反
歌
で
は
な
い
四
一
一
〇
番
歌
が
収
録
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
同
じ
作
者
、
家
持
の
「
教
二
喩
史
生

尾
張
少
咋
一
歌
」
四
一
〇
六
─
九
番
歌
と
内
容
的
に
一
連
の
も
の
と
捉
え
ら
れ
た
た
め
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
な
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ぜ
こ
の
歌
だ
け
が
と
い
う
点
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
内
容
と
の
関
連
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
贈
答
歌
で
例
え
ば
、
竹
取
翁
の
歌
三
七
九
一

─
三
番
歌
は
収
録
し
て
あ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
に
答
え
た
娘
子
等
の
歌
三
七
九
四
─
八
〇
二
番
歌
が
な
い
の
は
、
こ
れ
ら
が
短
歌
体
の
み

で
、
長
歌
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
池
主
の
歌
三
九
七
三
─
五
番
歌
（
落
丁
の
た
め
、
三
九
七
三
番
歌
後
半
及
び
三
九
七
四
・

五
番
歌
欠
）
へ
の
家
持
の
返
信
で
、
三
九
七
六
─
七
番
歌
に
先
立
つ
長
い
序
・
詩
は
載
せ
て
い
る
の
に
、
歌
自
体
（
三
九
七
六
─
七
番
歌
）

を
載
せ
て
い
な
い
の
も
、
そ
れ
ら
が
短
歌
体
だ
か
ら
で
あ
る
。
或
い
は
、
こ
の
箇
所
は
、
序
・
詩
を
書
写
し
た
時
点
で
長
歌
が
な
い
の
に
気

づ
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
四
一
一
〇
番
歌
を
別
に
す
れ
ば
、
本
書
に
見
ら
れ
る
の
は
、
長
歌
を
主
と
し
、
反
歌
で
は
な
い
限
り
短
歌
体
を
採
ら
な
い

と
い
う
選
択
の
仕
方
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
巻
一
か
ら
順
に
半
ば
機
械
的
に
行
わ
れ
た
抄
出
作
業
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
当
の
書
き
手
自

身
に
し
か
わ
か
ら
な
い
理
由
で
適
宜
省
略
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

本
書
は
、
萬
葉
集
長
歌
の
抄
出
本
と
は
言
え
、
標
目
・
題
詞
・
左
注
等
も
備
え
、
そ
れ
ら
は
萬
葉
集
の
写
本
と
ほ
ぼ
同
様
に
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
ら
に
も
省
略
が
見
ら
れ
る
。
標
目
は
最
初
は
忠
実
に
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
巻
一
、
二
五
番
歌
に
先
立
っ
て
の
「
明
日
香
清

御
原
天
皇
代
天
武
天
皇
御
製
」
と
い
う
標
目
と
題
詞
を
兼
ね
る
も
の
を
最
後
に
姿
を
消
す
。
題
詞
・
左
注
・
詩
文
の
類
は
ほ
ぼ
忠
実
に
記
さ
れ

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
題
詞
で
言
え
ば
、「
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
」
を
「
人
麿
」「
人
丸
」、「
山
部
宿
祢
赤
人
」
を
「
赤
人
」、「
大
伴
宿
祢
家
持
」

を
「
家
持
」
と
す
る
な
ど
、
こ
の
三
人
の
人
名
や
、「
作
歌
一
首
」「
反
歌
一
首
」「
一
首
」
を
省
く
な
ど
、
省
略
し
て
も
補
っ
て
理
解
す
る

こ
と
が
可
能
で
大
意
に
は
影
響
し
な
い
も
の
に
限
っ
て
省
略
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

歌
の
異
伝
は
ほ
と
ん
ど
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
た
ま
に
、
例
え
ば
原
文
で
は
「
滷
無
等
一
云
礒

無
登

」（
巻
二
、
一
三
一
）
と
あ
る
の
を
「
滷カ

タ

無ナ
ミ

と
滷　
　
一
乍
礒
」、
同
「

流
麻

尓
一
云
聞

或
麻
泥
」（
巻
二
、
一
九
九
）
を
「
おき

ゝ
ま
と
ふ

ほ
ゆ
る
ま
て
に
」
と
す
る
な
ど
、
簡
略
化
し
た
形
で
、
筆
者
が
必
要
と
認

め
た
も
の
に
限
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
述
べ
た
通
り
、
本
書
は
萬
葉
長
歌
の
抄
出
本
と
は
言
っ
て
も
、
萬
葉
集
の
中
か
ら
長
歌
及
び
反
歌
の
箇
所
を
抜
き
出
し
て
書
写
し

た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
手
控
え
と
し
て
成
立
し
た
性
格
が
色
濃
い
。
歌
こ
そ
漢
字
平
仮
名
交
り
文
の
表
記
で
は
あ
る
も
の
の
、
題
詞
・
左

注
等
を
備
え
た
本
書
は
、
萬
葉
集
の
写
本
か
ら
じ
か
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
実
隆
が
『
一
葉
抄
』
を
編
ん
だ
時
は
、
小
短

冊
に
歌
を
取
っ
て
作
製
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
本
書
の
場
合
、
そ
う
し
た
手
間
を
掛
け
ず
に
、
お
そ
ら
く
実
隆
所
持
の
萬
葉
集
か
ら
直
接
、

長
歌
を
抄
出
、
適
宜
、
省
略
を
加
え
な
が
ら
、
筆
を
進
め
て
行
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

　

な
ぜ
、
こ
の
時
期
、
そ
う
し
た
手
控
え
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
深
沢
眞
二
氏
「
連
歌
の
万
葉
像（
２
）」
は
、
大
永
二
（
一
五
二
二
）
年

頃
の
連
歌
に
長
歌
を
本
歌
と
す
る
万
葉
集
詞
が
積
極
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
着
目
、
本
書
を
「
長
歌
か
ら
も
万
葉
集
詞
を
取
り
込
む

よ
う
に
な
っ
た
堂
上
の
連
歌
作
者
た
ち
の
嗜
好
に
対
応
し
た
参
考
書
と
し
て
、『
一
葉
抄
』
の
欠
を
補
う
べ
く
編
ま
れ
た
」
と
す
る
。
本
書

執
筆
の
主
た
る
目
的
が
「
連
歌
の
参
考
書
」
で
あ
る
と
の
指
摘
自
体
は
貴
重
で
あ
る
が
、
文
献
資
料
と
し
て
の
本
書
の
価
値
は
そ
れ
の
み
に

と
ど
ま
ら
な
い
。

　

従
来
、
室
町
時
代
の
萬
葉
研
究
に
つ
い
て
は
、
連
歌
作
歌
の
た
め
に
行
わ
れ
た
と
し
、
後
代
に
萬
葉
研
究
を
伝
え
た
と
い
う
点
以
外
に
評

価
さ
れ
る
こ
と
は
乏
し
か
っ
た（
３
）。
実
隆
の
『
一
葉
抄
』
に
つ
い
て
も
そ
う
し
た
評
価
を
免
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、「
實
隆
の
萬
葉
研
究
の
目

的
は
和
歌
や
連
歌
の
制
作
に
資
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
、
萬
葉
そ
れ
自
体
の
古
典
と
し
て
の
意
義
を
は
っ
き
り
と
自
覚
し
て
研
究
を
行
っ
た
も

の
で
は
な
か
っ
た
」（
大
久
保
正
「
三
條
西
實
隆
の
萬
葉
研
究
─
─
一
葉
抄
に
つ
い
て
─
─
」
（
４
））

と
あ
る
に
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が

ら
、
本
書
に
看
取
さ
れ
る
の
は
、
実
隆
の
訓
を
中
心
と
す
る
萬
葉
集
本
文
研
究
へ
の
傾
倒
で
あ
る
。
実
隆
が
『
一
葉
抄
』
を
完
成
し
て
か
ら

四
十
年
以
上
経
過
、
そ
の
間
、
先
述
し
た
通
り
大
永
五
年
に
萬
葉
集
の
校
本
が
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
「
實

隆
が
晩
年
に
至
る
も
萬
葉
へ
の
関
心
を
持
続
し
校
合
を
行
っ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
は
注
目
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
ど
の
程
度
の
校
合
で
あ
っ
た
か

全
く
知
り
得
な
い
の
で
あ
る
」（
大
久
保
正
前
掲
論
文
）
と
あ
る
通
り
、
従
来
、
謎
と
さ
れ
て
来
た
が
、
本
書
の
本
文
が
大
永
五
年
の
校
本
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に
近
い
可
能
性
は
大
き
い
。

　

実
隆
が
『
一
葉
抄
』
を
編
む
に
当
た
り
用
い
た
の
は
宗
祇
か
ら
贈
ら
れ
た
十
四
冊
（
巻
一
〜
巻
六
欠
）
と
そ
の
欠
本
部
分
を
補
っ
た
杉
原

宗
伊
本
・
飛
鳥
井
雅
康
本
と
言
わ
れ
、
そ
の
本
文
は
、
巻
七
以
降
に
つ
い
て
は
、
仙
覚
の
寛
元
本
の
系
統
、
も
し
く
は
寛
元
本
の
混
合
し
た

写
本
と
す
る
説
（
大
久
保
正
前
掲
論
文
）
と
仙
覚
改
訓
以
前
の
本
（
古
次
点
本
か
）
と
す
る
説
（
渋
谷
虎
雄
「
万
葉
一
葉
抄
考
─
─
そ
の
内

容
的
考
察
─
─
」
（
５
））
の
二
説
に
分
か
れ
る
が
、
巻
一
〜
巻
六
の
補
写
部
分
に
つ
い
て
は
、
両
者
一
致
し
て
仙
覚
の
文
永
本
の
系
統
と
す
る（

６
）。

一
方
、
大
永
五
年
の
校
本
作
成
ま
で
に
実
隆
が
管
見
し
得
た
古
写
本
類
と
し
て
は
、『
実
隆
公
記
』
を
見
る
限
り
、
青
蓮
花
院
所
持
本
（
延

徳
三
年
十
一
月
十
四
日
条
）
の
他
、
見
当
た
ら
な
い
が
、
そ
れ
以
外
に
も
当
時
残
さ
れ
て
い
た
古
写
本
類
等
に
よ
っ
て
校
合
を
行
っ
た
で
あ

ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
こ
で
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
自
筆
本
『
一
葉
抄
』
と
本
書
の
重
な
る
歌
を
比
較
す
る
に
、
明
ら
か
な
誤
り
を
除
く
と
、
巻
一
〜
巻

六
の
、『
一
葉
抄
』
で
言
え
ば
補
写
部
分
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
拠
本
の
本
文
の
系
統
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
よ
う
（
右
、『
一

葉
抄
』
（
７
）、
左
、
本
書
。
傍
線
筆
者
）。

　
　

し
き
た
へ
の
袖
か
へ
し
き
み
た
ま
た
れ
の
こ
す
の
を
す
き
て
又
も
あ
は
め
や
も�

（
地
儀
上
、
野
）

　
　

し
き
た
へ
の
袖
か
へ
し
君
玉
垂
の
越コ
シ

野ノ

を
過
て
又
も
あ
は
ん
や
も�

（
巻
二
、
一
九
五
）

「
あ
は
め
や
も
」（
漢
字
原
文
「
将
レ
相
八
方
」）
が
仙
覚
の
文
永
本
系
に
見
ら
れ
る
訓
（
西
・
矢
・
近
・
京
「
ア
ハ
メ
ヤ
モ
」。
西
・
矢
・

京
「
メ
」
青
。
な
お
、
諸
本
の
略
号
は
『
校
本
萬
葉
集
』
に
よ
る
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
「
あ
は
ん
や
も
」
は
そ
れ
よ
り
古
い
系
統

の
類
（
書
入
）・
宮
（
書
入
）・
細
と
一
致
、
古
（「
あ
は
む
や
も
」）
も
こ
れ
に
近
い
。
本
書
が
大
永
五
年
の
校
本
に
近
い
本
文
を
と
る
と
の

仮
定
に
立
っ
て
、
右
の
相
違
を
改
訓
と
捉
え
る
時
、
こ
う
し
た
改
訓
が
行
わ
れ
た
の
は
、『
一
葉
抄
』
完
成
後
、
新
た
に
管
見
し
た
古
写
本

類
の
本
文
を
尊
重
し
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
う
し
た
改
訓
か
ら
窺
わ
れ
る
の
は
、
仙
覚
訓
を
絶
対
視
せ
ず
、
古
次
点
を
重
ん
じ
る

姿
勢
で
あ
る
。
訓
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
仙
覚
本
と
同
じ
『
一
葉
抄
』
の
「
あ
は
め
や
も
」
の
方
が
正
し
い
が
、
当
時
の
仙
覚
の
権
威
を
思

う
に
、
仙
覚
一
辺
倒
に
陥
ら
ず
、
古
写
本
類
の
訓
を
今
日
に
伝
え
た
実
隆
の
見
識
は
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

実
際
、
本
書
は
、
仙
覚
本
の
影
響
下
に
あ
る
と
は
言
え
、
他
に
見
ら
れ
な
い
も
の
も
含
め
て
多
様
な
系
統
の
訓
を
と
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

本
書
の
特
徴
で
も
あ
る
。『
校
本
萬
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
訓
の
単
独
例
と
重
な
る
も
の
を
示
す
だ
け
で
も
、
次
の
通
り
、
多
岐
に
わ
た
る
（
本

文
は
本
書
。
同
系
統
で
あ
る
陽
と
温
・
矢
と
近
で
同
一
の
場
合
を
含
む
）。

○
元
暦
校
本
（
書
入
）

　
　

石
の
根
の
（
四
五
）

○
古
葉
略
類
聚
鈔

　
　

斯
時
は
く来

る向

（
四
九
）

○
廣
瀬
本

　
　

齊ユ
ー
忌
し
き
か
も
（
四
七
五
）・
楯タ

テ

並ナ
ヘ
テ　

（
三
九
〇
八
）

○
紀
州
本

日
の
み
こ
の
（
五
二
）。
む
は
玉
の
（
一
九
四
）・
い
は
ひ
ふ
せ
つ
ゝ
（
一
九
九
）・
馬
並ナ
ヘ

て
（
二
三
九
）・
霞
た
つ
（
二
五
七
）・
甲
斐

の
國
に
は
（
三
一
九
）・
秋
の
花
の
（
四
二
五
四
）

○
同
（
朱
）

　
　

一
云
君
を
あ
す
よ
り
は
（
四
二
三
）・
愛
ウ
ツ
ク
シ
キ

夫セ

は
（
五
四
三
）

○
神
宮
文
庫
本
（
書
入
）

　
　

水カ

手コ

の
音コ

エ

喚（
８
）ヒ
（
五
〇
九
）
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二

京
都
女
子
大
学
図
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か
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集
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解
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一
一

○
細
井
本
ニ

　
　

塩し
ほ

を
み満た
し
め
（
三
八
八
）

○
西
本
願
寺
本

　
　

治
た
ま
ひ
て
（
一
九
九
）

○
温
故
堂
本

　
　

す
そ
ま
の
や
ま
の
（
三
九
八
五
）・
手タ

放ハ
ナ
チ

も
（
四
〇
一
一
）・
小ヲ

田
あ
る
山
に
（
四
〇
九
四
）

○
大
矢
本

　
　

朝
鳥霧
イ（
９
）（一
九
六
。
た
だ
し
「
朝
鳥
」
の
み
）

○
京
大
本

　
　

も
ち
か
へ
り
こ
ね
（
三
七
九
一
）・
さ
す
ひ
た
ち
（
三
八
七
九
）・
つ
か
は
さ
る
（
四
二
四
五
）

○
京
大
本
（
赭
訓
）

ひ
ま
な
き
こ
と
く
（
二
五
）・
お
も
へ
る
な
へ戸

に
（
五
〇
）・
柔ニ

キ
ヒ備

尓ニ

之シ

（
七
九
。
た
だ
し
「
ネ
キ
」
の
み
）・
神
岳ヤ

マ

の
（
一
五
九
）・
し

ろ
し
め
し
（
一
六
二
）・
は
し
め
し
時
の
・
し
ら
し
行
ク
（
以
上
一
六
七
）・
朝
さ
ら
す
（
四
二
三
）・
舂イ

タ
シ

（
三
八
八
六
）

こ
れ
ら
を
見
る
と
、
紀
州
本
・
京
大
本
（
赭
訓
）
と
の
近
さ
が
目
に
つ
く
。
小
異
を
認
め
た
例
を
追
加
し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
傾
向
に

変
り
は
な
い
。
京
大
本
（
赭
訓
）
と
の
近
さ
か
ら
本
書
と
禁
裏
御
本
や
中
院
本
と
い
っ
た
佚
書
と
の
関
わ
り
が
想
像
さ
れ
な
く
も
な
い
が
、

と
言
っ
て
本
書
の
所
拠
本
の
系
統
を
特
定
す
る
こ
と
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
本
書
に
見
ら
れ
る
訓
の
多
様
性
は
、
本
書
が
大
永
五
年
の
校
本

に
基
づ
く
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
校
本
と
し
て
当
然
の
帰
結
と
も
言
え
る
。

　

こ
う
し
た
点
に
加
え
て
、
本
書
は
、
題
詞
・
左
注
等
の
漢
字
や
、
歌
に
時
折
見
ら
れ
る
傍
訓
を
持
つ
漢
字
原
文
の
文
字
も
慎
重
に
書
写
さ

ヤ
ハ
ラ
イ
シ

ネ
キ

れ
て
い
る
と
い
っ
た
長
所
を
持
つ
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、「
使
君
勿
下
作
二
苦
念
一
空
費
中
精
神
上
」（
巻
十
七
、
四
〇
一
五
左
注
）
の
「
精
神
」

を
正
し
く
「
精
神
」
と
今
に
伝
え
る
の
は
、
非
仙
覚
本
で
あ
る
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
・
廣
瀬
本
以
外
で
は
本
書
だ
け
で
あ
る
（
他
は
す
べ

て
「
情
神
」）。
抄
出
本
・
仮
名
本
で
あ
り
、
誤
写
も
少
な
く
な
い
と
い
っ
た
欠
点
は
あ
る
も
の
の
、
本
書
も
用
い
ら
れ
方
次
第
で
は
校
勘
資

料
と
し
て
の
効
力
を
発
揮
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
近
年
、
実
隆
の
『
一
葉
抄
』
が
仮
名
萬
葉
文
献
と
し
て
、
萬
葉
集
の
伝
本
・
伝
来
、

あ
る
い
は
訓
読
・
読
解
に
か
か
わ
っ
て
も
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
有
す
る
こ
と
が
、
池
原
陽
斉
「『
萬
葉
一
葉
抄
』
と
京
都
大
学
本
『
萬
葉
集
』

─
─
寛
元
本
的
性
格
を
め
ぐ
っ
て
─
─
」（
（1
（

に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
義
を
有
す
る
こ
と
は
本
書
に
お
い
て
も
然
り
。
長
歌

の
資
料
は
乏
し
い
だ
け
に
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
貴
重
な
本
書
が
、
こ
の
度
、
京
都
女
子
大
学
図
書
館
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
と
し
て
、
学
内
外
に
全
文
、
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
、
大
変
、
悦
ば
し
い
。
本
書
が
、
今
後
、
仮
名
萬
葉
文
献
と
し
て
は
も
と
よ
り
、
種
々
の
分
野
に
お
け
る
研
究
に
広
く
活
用
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
。

〈
注
〉

（
１
）　

芳
賀
幸
四
郎「
三
條
西
實
隆
の
萬
葉
研
究
」（『
歴
史
と
国
文
学
』第
二
九
巻
第
五
・
六
号
、昭
和
十
八
年
十
二
月
）・
大
久
保
正「
三

條
西
實
隆
の
萬
葉
研
究
─
─
一
葉
抄
に
つ
い
て
」（『
萬
葉
の
伝
統
』
塙
書
房
・
昭
和
三
二
年
）・
渋
谷
虎
雄
「
万
葉
一
葉
抄
（
三
条

西
実
隆
著
）」（『
中
世
万
葉
集
研
究
』
風
間
書
房
・
昭
和
四
二
年
）。

（
２
）　
『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
平
成
九
年
八
月
号
。

（
３
）　

小
島
憲
之
「
由
阿
・
良
基
と
そ
の
著
書
─
─
中
世
萬
葉
学
の
一
面
─
─
」（『
萬
葉
集
大
成
』
二
、
平
凡
社
・
昭
和
二
八
年
）・
小

島
吉
雄
「
宗
祇
と
兼
載
と
の
萬
葉
集
研
究
」（『
萬
葉
集
大
成
』
十
一
、
平
凡
社
・
昭
和
三
十
年
）
等
。



京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
か
な
が
き
萬
葉
集
』
解
題

一
三

（
４
）　
（
１
）
参
照
。

（
５
）　
『
国
文
学
攷
』
第
三
七
号
、
昭
和
四
十
年
九
月
。

（
６
）　

実
隆
自
筆
本
を
調
査
し
た
中
世
万
葉
研
究
会
『
三
條
西
實
隆

自
筆
本　
　

『
一
葉
抄
』
の
研
究
』（
笠
間
書
院
・
平
成
九
年
二
月
）
に
も
、
巻
一
〜

巻
六
の
歌
に
つ
い
て
は
、
仙
覚
文
永
三
年
本
系
統
の
本
文
に
依
拠
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。

（
７
）　

本
文
は
『
三
條
西
實
隆

自
筆
本　
　

『
一
葉
抄
』
の
研
究
』
に
よ
る
。（
６
）
参
照
。

（
８
）　

神
宮
文
庫
本
で
は
「
コ
ヱ
」
と
あ
る
が
、「
エ
」
し
か
見
ら
れ
な
い
本
書
で
は
「
エ
」
と
「
ヱ
」
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と

見
て
、
こ
こ
に
記
す
。

（
９
）　

諸
本
「
ア
サ
ト
リ
ノ
」。
な
お
「
霧
イ
」
は
異
伝
（
原
文
「
一
云
朝
霧
」）
を
簡
略
化
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
10
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
共
同
研
究
（
特
定
研
究
）
研
究
成
果
報
告
書
『
万
葉
集
伝
本
の
書
写
形
態
の
総
合
的
研
究　

論
文
編
』
平
成

二
九
年
三
月
。


